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Abstract In southern mainland Japan-Honshu, Shikoku, and Kyushu-the Powdered Oakblue 
(Narathura bazalus) lycaenid butterflies overwinter as adults in aggregations. Some occasionally 
appear in autumn as stray visitors on many of the Nansei Islands including those where no food- 
plants grow. This article reports the first confirmed mass migration-like flight of the species ob- 
served on Gaja-Jima (29°54’N, 129°32’E), an islet in the Nansei Islands. The flight was observed 
around sunset on 3 October 1994, day 27.4 in the moon phase. The observation indicates that the 
butterflies continued to fly above the sea in darkness illuminated only by starlight. 
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2005 年 9 月 13 日 , 鹿児島 昆虫 同好 会 の メー リン グリ スト (kakon-441) に , KATHI BWW BICBITAL 
ラサ キツ バ メ Narathura bazalus (Butler, 1882) の 移動 集団 の 観察 記録 が 出 た . 送り 主 は 鹿児島 県 鹿屋 
市 在住 の 小野 田 繁 氏 で ある . 氏 は 活発 な 調査 活動 を 展開 し て いる アリ ヅカ ムシ の 研究 家 で ある が , 他 の 
昆虫 へ の 知識 と 関心 も 深い . この 記録 は , 新刊 「 チ ョ ウ の 生物 学 | (東大 出版 会 ,2005) の 14 章 「 移 動 と 
分 散 ] (筆者 担当 部 分 ) を 読ん だ が , 本 種 の こと が 出 て いな い の で 発信 し た と いう . これ は 実に 興味 深 
い 観 察 例 で ある の で , ご 本 人 に 強く 発表 を 勧め た が , 固辞 され て 筆者 に 報告 を 委ね られ た . そこ で 氏 
の ご 功績 を 高く 評価 し つつ , 若干 の 付記 事項 と 共に 本 稿 を 草 す る こと に し た . 





1. 玖 蛇 島 で の 移動 集団 の 記録 


唄 蛇 島 は 鹿児島 県 鹿児島 郡 十 島村 (トカ ラ 列島 ) の 北 か ら 2 番 目 , 中 之 島 の 西 約 28 km, 北緯 29 度 54 
分 , 東経 129 度 32 分 に 位置 する 無人 島 で ある . 長径 ( 北 北西 - 南 南東 ) 3 km, 短 和 (東北 東 - 西 南西 ) 2 
km, 面積 4.50 km’, 周囲 9.3 km, ほぼ 中 央 に 最高 点 御岳 (497.2 m) が あり , 四方 は 100m 以上 の 急 岩 で 海 
に 面 し て いる (M1). 1970 年 8 世帯 30 人 が 全島 あげ て 鹿児島 県 本 土 に 移住 し た が , 1972 年 に 山羊 (数 
GA), HE ($ 頭 ) が 自然 放牧 され , 深刻 な 植生 破壊 を 生じ つつ 現在 に 至っ て いる . これ に つい て は , 1996 年 
と 1999 年 に , 当局 の 依頼 を 受け て 植生 を 調査 し た 寺田 仁志 (2000) の 詳細 な 報告 が ある . 1996 年 は 小 
野田 敏 氏 る も る アリ ヅカ ムシ の 調査 で 同行 し て いる . 








以下 は 小野 田 氏 の 1994 年 の 観察 記 で ある が , メー リン グリ スト に 出 た も の を 多少 補足 , 修正 し て ある 
(ご 本 人 確認 ). 


鹿児島 を 9 月 21 日 (1994 年 ) に 出発 予定 だ っ た が , 台風 26 号 の 影響 で 約 10 日 間 待っ て の 出港 と な り , 
10 月 1 日 早朝 に 十 島 丸 か ら 中 之 島 に 下船 し た . 翌 2 日 中 之 島 か ら 帆 蛇 島 に 渡り ,3 泊 し て 3 日 に 中 之 島 
に 帰 島 し た .10 月 2 日 は 船着 場 か ら 先ず 急 唆 な ガラ 場 を 登る . 朽ち 果て て 僅か に 痕跡 の 残る 集落 跡 を 過 
ぎる 頃 か ら 燈 台 ま で の 間 は , 台風 な ど で 倒 れ た 人 竹 が そこ か し こ を 封鎖 し た 荒れ 放題 の 道 と な り , 採集 時 
間 は あま り 持 て な か っ た . 台風 通過 後 な の に 林 床 部 は 乾燥 し カラ カラ . 鹿 や 山羊 に よる 被害 が 大 きい の 
も 影響 し て いる と 思わ れる . 
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1. FARE RS ODM, 地形 と ムラ サキ ツバ メス の 移動 方 向 (長い 矢印 ). 








10 月 3 日 は 渓 筋 の 混 気 の 残る 地 で アリ ヅカ ムシ を 採っ た り , 廃校 跡 付 近 で 鹿 の 角 を 拾っ た り , 倒木 か ら 
タマ ムシ 幼虫 や ネブト クワ ガタ な ど を 採集 し た . 暗 く な ら な いう ち に ん 久 食 の 準備 な ど を 済ま せな く て 
は と, 燈台 まで 戻り , 広場 で 一 息 入 れ て いた 時 の こと で ある . 


夕刻 6 時 少し 前 , 形容 すれ ば , 突然 ゴイ ッ と いう か ザー ッ と いう 音 と 共に 何 か の 生き も の の 大 和 群 が 低 
空 で 競っ て 来 た ! 思わ ず 身 を 屈 め て し まっ た . その 数 は 何 千 だ ろう か ? 何 万 だ ろう か ? 音 の 表現 は 正 
直言 っ て 正しく な い . サー ッ と いう 軽微 で 小さ い 音 が し た と 書い て も 間違い で は な い . TR, 何 な ん 
721] と 錆び 付き 機能 不良 の 頭 で 正体 を 確認 し よう と 目 を 凝ら す . 蝶 だ ! 小さい! 黒い ! どう や ら ム ラサ 
キツ バ メ の 大 群 だ と 脳 が 報 太 する . 燈台 の ある 頂 , 高台 の 端 か ら 続く 樹林 部 に 極め て 低 率 な が ら 休 息 す 
る 個体 が バラ バラ に 数 十 頭 居る よう だ が , 殆 ん ど は 中 継 地点 と し て 留まる こと な く 休 憩 す る こと な 
く , その まま 大 群 は 飛翔 流 と し て 去っ て 行く . 高台 か ら 海 上 が 展望 出来 る 形 で な く , 蝶 は 海面 か ら 急 
上 昇 し て 来る の か . 島 の 北東 部 の 縁 か ら 笑 然 現れ た 大 群 は , 地面 か ら 45 m の 高き を, 鳥 の 南西 部 の 樹 
林 の 方 角 に 次 か ら 次 へ と 矢 の よう に 飛 流 し て 行く . 樹 林 の 先 に 島 緑 は 見 えな い 位 置 な の で , 樹木 に 隠れ 
て 先 の 流れ は 追え な い . 証拠 品 を 確保 せ ね ば ! と , 慌て て 燈台 風呂 場 入 り 口 に 立て 掛け て いた 網 を 取 
り に 行き , 急 崖 の 際 近 くに 止ま っ た 1 頭 を , 運 良く シッ カリ と 観る と 間違い な く ム ラサ キツ バ メ だ ! が , 
網 を 伸ばす 間もなく 飛び 去っ た . 


ここ に 限っ て は 高台 部 分 な の で , 風速 は 4-$ m/ 秒 ある か も 知れ な い が , 全体 と し て は 微風 快晴 の , R 
だ 日 没 に 間 が ある 夕刻 6 時 少し 前 . 何処 を 始発 地点 に し た の だ る ろう か? 行く先 の 方 向 は 宝島 , 奄美 , 沖縄 
に 合致 し な いし , 中 国 大 陸 方 面 で は な いか ! 途中 で 大 きく カー ブ し て 何処 か の 島 に 辿り 着く と いう の だ 
ろう か ? 蝶 採 集 は 主 目的 に 入っ て い ず , 此処 で 竹 を 切っ て 簡便 対処 し た 捕虫 網 の 柄 は , 丈 も 短く 手 が 
届き そう に な い の で , 新しく 長い 竹 枝 を .… と ドタバタ し た 時 間 か ら 逆 算 し て , 少な く と も 3 分 程度 の 
遭遇 時 間 だ っ た ろう . 


鳥類 で は メジ ロ が 小 宝島 で , 快晴 無風 10 月 早朝 に 宝島 方 面 に 数 百 羽 が 飛ん で 行く の を 観 た こと が あ 
る L, 微小 甲虫 は マー キン グ 調 査 不可 能 だ けど , アリ ヅカ ムシ で も 採集 記録 か ら 推 測 し て , 生物 の 分 
散 ・ 移 動 は 結構 広く 普通 に 行わ れ て いる よう だ . た だ し , 私 は 1995 年 11 月 13-14 日 及び 1996 年 8 月 
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20-21 All) BREE ZENEN, ムラ サキ ツバ メ は 観察 し て いな い . 


以下 は 小野 田 氏 の 追記 ・ 後 日 談 : 移動 群 が 観察 され た 灯台 は , 島 の 北西 部 の 断崖 の 上 (標高 約 195 m) 
に ある . 灯台 に 隣接 し て 右手 に 住居 兼用 具 保管 建 物 , 少し 先 に 風呂 場 , 左手 に 朽ち た 倉庫 ? と 水槽 (ヤゴ 
と 死ん で 浮 ん で いた トン ボ が いた ) が あり , これ ら 左 右 の 施設 の 中 央 部 に へ リコ プター 離発着 用 の コン 
クリ ー ト ・ ス ペー ス が 設け られ て いる . その 先 は コウ ライ シバ 域 で , その 端 か ら 港 に 続く 道 へ と つなが 
る 形 で 1 反 歩 ($ 歌 位 か な ?) ほど が 造作 され た ? 平 坦 人 台地 に な っ て いた . 私 が ムラ サキ ツバ メ に 最初 に 気 
付い た の は , ヘリ ポー ト 付 近 で 座っ て 煙草 で も 吸っ て 一 息 つ こう と し た 時 で , チョウ は 風呂 場 の 屋根 を 
扶 め る よう に 飛翔 流 と な っ て 行っ た . MEFO AK 6 SEEOMMBOMAS LCABHY), ハス ノ ハ カ 
ズラ , クワ スズ イモ と お ば し き 植 物 が 繁茂 し て いた . し か し 毎年 の 道路 補修 の 結果 な の か , 伐採 し て 捨 
て た 新旧 の 竹材 が 重層 を な し て , うっかり 進み 過ぎ る と 先 は 危険 な 崖 ゆ え に , ムラ サキ ツバ メ を 採る の 
は 難し か っ た . 畑 跡 か ら 崖 に な る 処 の 樹 枝葉 に 止ま っ た 1 頭 を 採 ろ うと 試み た が .… な お , 灯台 は 現在 
無人 で , 時 々 管理 の た め 係 が 訪れ て 和 宿泊 し て いる (追記 終り ). 


問題 の 灯台 付近 の 植生 は , 寺田 (前 出 ) に よる と , コウ ライ シバ 群落 が 鹿 の 食 害 で 維持 され て お り , 周囲 
は ハス ノ ハ カズ ラ - ク ワズ イモ 群落 と それ ら を 取り 巻く 広い リュ ウキ ュ ウ チク 群落 , 断崖 部 は ホソ バ 
ワダ ン - ハ チ ジ ョ ウス スキ 群落 と な っ て いる . 

















2. 本 種 の 分 布 と 移動 の 既知 知見 





ムラ サキ ツバ メ の 分 布 域 は , ヒマ ラ ヤ か ら シ ッ キ ム , アッ サム , 中 国 南 部 , 朝鮮 半島 , 日 本 , 台湾 , イ ンド 
シナ 半島 , マ レー 半島 , ス マト ラ , ジャ ワリ に 及び ,4 亜 種 が ある . 日 本 で の 最 北 記録 は 山形 県 に 達 し , 定着 
北限 は 中 部 地方 か ら 北 関東 で , 近年 分 布 北上 中 の 注目 種 で ある . 一 方 , 南西 諸島 で も 移動, 定着 性 に つ 
いて の 問題 が ある . 


南西 諸島 の 記録 地 と し て は , BB, BES, 種子 島 , BAS, 口 永 良 部 島 . トカ ラ 列 島 で は 中 之 島 , 諏訪 之 
瀬島 , BAB. 小 宝島 , 宝島 で , Mee Biswas. UT, 奄美 諸島 , 沖縄 諸島 , 宮古 諸島 , 北大 東島 , 南大 東 
島 , 八重 山 諸島 な ど 多く の 島 で 記録 きれ て いる . し か し トカ ラ 列 島 以 南 の 多く の 島 は 非 定 着地 で , tk 
の 南下 移動 が 想定 , 問題 視 さ れ て いる . 他 に 小笠原 諸島 (父島 , 母島 ) の 記録 も ある . 台湾 は 全島 の 低 山 
地 - 山 地 で ほぼ 周年 見 られ る が (白水 , 1960; AA, 1991), 生態 は 未詳 . そ し て フィ リピ ン に は 現時 点 で 
の 記録 は な い . 


本 種 に は 特異 な 習性 と し て の 集団 越 信 が ある . この 最初 の 記録 は 1928 年 12 月 30 日 , 福岡 市 西 公 園 に 
お ける 安松 京 三 (九州 大 学 ) に よる 観察 で ある (安松 , 1929). その 後 九州 低地 で の 観察 事例 は 多く , 習性 
と し て は 人 台湾 や メキ シコ で 集団 越冬 する マダ ラチ ョ ウ 類 と の 共通 点 が 確認 きれ て いる . 


この 集団 形成 の た め に は 秋 の 成虫 の 移動 と 集合 性 が 不可 欠 で あり , 安松 (前 出 ) も これ を 想定 し て い 
る が, 実際 に 野外 で の 移動 を 報告 し た の は , 1956 年 当時 宮崎 県 小林 高校 2 年 生 だ っ た 田中 洋 で あろ う . 
彼 は 「 各 地 で 秋 10 H 22-27 H, 本 種 が 北 か ら 南 へ 飛ん で いく の が 見 られ た . ムラ サキ シジミ , サツマ 
シジミ も 混じっ て いた | と 報告 し て いる (田中 , 1956). ちな み に , 付記 され た ムラ サキ シジミ も 似 た 
よう な 越冬 習性 を も つこ と が 知ら れ , サツマ シジミ で は 未確認 な が ら , 越冬 用 の 食 樹 を 求め て の 低地 な 
ど へ の 移動 は 想定 の 範囲 内 に ある . 


ムラ サキ ツバ メ に つい て は , その 後 も 断片 的 な 移動 例 は か な り 報 告 き まれ て いた が (福田 ・ 田 中 , 1962; 長 
JE, 1979; 尾形 , 1986; 小路 , 1990, な ど ), 多 く は 移動 途中 の 飛行 で あり , その 実態 は な か な か 掴め な か っ 
た . し か し , 最近 南大 東島 に 漠 在 し た 長 鎖 邦雄 (2004a, b) は 次 の よう な 報告 を し た . 


本 種 は アサ ギ マ ダ ラ が 飛来 する ころ , 多数 渡っ て くる よう だ . 個体 数 は 多い が , さら に 南下 する の か , 
数 は 減る . し か し 一 部 は 島 に 残り , 2004 年 は 3 月 10 日 まで 目撃 する こと が で きた . 食 樹 は な い の で 発 
生 は な い . 本州 や 中 国 大 陸 か ら の 飛来 だ ろう か . 2002 年 は 10 H 28 日 か ら 出 現し 2003 年 1 月 22 日 まで 
に 計 51 頭 , 2003 年 は 10 H 13 日 か ら 2004 年 3 月 10 日 に 243 頭 目撃 し た . し か し 2004 年 は , 台風 の 影響 
な の か , 秋 の 記録 は 11 月 8 日 1 頭目 撃 の み で あっ た . 


この よう な 中 で , Mat ORME COBRMPIO BAD H 7. 
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3. 考察 と 今後 の 課題 
南西 諸島 に お ける 発生 地 


南西 庄 島 に お ける 本 種 の 周年 経過 は は ほとん ど 未 詳 で , 定住 性 を 検討 する 情報 は 逐 し い . 鍵 を 握る の は 食 
樹 の 問題 で ある . 


日 本 で 知ら れる 食 樹 は , ブナ 科 の マテ バシ イ 属 の 2 種 (マテ バン シイ Lithocarpus edulis, V) FAY L. 
glaber) が 主要 な も の で , アラ カシ Quercus glauca ( ア マミ アラ カシ var. amamiana Z ECG), アカ ガ シ 
Q. acuta, イナ チイ ガン の . gilva, ツウ バ メガ シ Q. phyllyaeodes, ウラ ジロ ガ シ O. salicina, クヌギ Q. actissima, 
AY Q. dentata, TI FVT Q. aliena, アベ マキ Q. variabilis で の 野外 記録 や 飼育 記録 が ある (仁平 , 
2004 な ど ). 実験 的 な 確認 例 は な い が , マテ バシ イ 属 へ 産卵 , 騰 化 幼虫 の 振 食 選好 性 は 高い と 見 られ る . 


YVUSFAAVIS BIR Cis, 獅子 島 , 長島 , ABCA, 南西 諸島 に は 分 布 し て お ら ず , マテ バシ 
イ も 以下 の よう に 普遍 的 分 布 と は な っ て いな い (初島 ・ 天 野 , 1994). 黒島 , BAB, 種子 島 , 口 永 良 部 
島 , ト カラ 列島 ( 口 之 島 , 中 之 島 , 諏訪 之 瀬島 の み ), 奄美 諸島 (奄美 大 島 の 屋 鈍 , 請 島 の み ), MAB, 
伊平屋 島 , 座間 味 島 , AXB, 宮古 鳥 ?, 石垣 島 ?, 西表 島 . これ ら の 島 虚 で 幼生 期 が 確認 きま れん た の は 沖縄 
本 島 の みか ? 


ちな み に , 台湾 で は ナン トウ ガ シ Lithocarpus nantoensis (内 田 , 1991), ト ガリ バ ガ シ L. brevicaudata < W 
E> (緒方 , 1970), タイ ワン クリ カシ Castanopsis formosana ( 陳 文 龍 氏 談 1984= 内 田 , 1991) の 記録 が あ 
る . 


尋 蛇 島 に は マテ バシ イ は な く , ブナ 科 樹 木 は ス ダ ジ イ と アラ カシ の み . ス ダ ジ イ 群落 が 鳥 の 中 央 部 に 残 
存する が (寺田, 2000), アラ カシ は 少な いら しく, 量 と 生育 状況 は よく 分 か ら な い . 


秋 の 移動 の 実態 
秋 の 移動 の ルー ト な ど は 未詳 で ある が , RA (前 出 ) は 南大 東島 の 記録 か ら 次 の よう に 推定 する 


(1) ある 程度 の 集団 で 海 を 渡っ て 南下 し て くる らし い . 

(2) RICH E OT, さら に 南下 する 個体 も いる よう だ . 

(3) 移動 の 時 期 は 10 月 か ら 11 月 で ある . 

(4) 島 に 留まっ て 3 月 まで 過ごし た 個体 も いる . 

(5) 年 に よる 変動 が 大 きく , 毎年 同じ ルー ト で 大 移動 群 が 来 る わけ で は な い . 
(6) アサ ギ マ ダ ラ の 南下 と 似 て お り , 同調 し て いる らし い . 

(7) 到着 個体 は 越冬 する が, 食 樹 が な い の で 発生 で き な い . 


今回 の 諾 蛇 島 で 集団 移動 の 要約 は 次 の 通り . 


場所 鹿児島 県 十 島村 (トカ ラ 列 島 ) 臓 蛇 島 1970 年 以降 は 無人 島 ) 
時 1994 年 10 月 3 日 , 午 後 6 時 ご ろ (日 没 少 し 前 )* 参考 : 2005 年 10 月 3 A, 鹿児島 市 の 日 没 は 18 時 01 


分 


天候 快晴 , 微 風 (4-$m 程 度 と 推定 ) 

移動 群 個体 数 : 幾 千 頭 ? 数 を きれ な か っ た . 方 向 : 北東 か ら 南 西 へ ( 図 1). 高度 : 地上 数 m か ら 樹 完 す 
れ す れ . 幅 : 数 m? (PER). 飛行 : 大 部 分 は ノン スト ッ プ , 少数 が 島 で 休む . 遭遇 時 間 : 数 分 間 出発 地 
と 到着 地 : 不明 

移動 ルー ト な どの 推定 

出発 : 9 月 に 羽化 し た 成虫 は , 移動 や 越冬 中 の エネ ルギー 源 摂 取 の た めか , 訪 花 性 が 強く , 小 移動 し て ⑫⑰ 
好適 な 小 源 を 供給 する 花 に 集まる . 移動 性 と 集団 形成 の 前 芽 期 と も みれ る .10 月 か ら 越 冬 地 を 求め る 
分 散 , 移動 性 が 強く な る . 九州 本 島内 で は , 中 央 山地 付近 か ら 低 山地 , 海岸 山地 な ど へ の 移動 が ある か 


も しれ な い . 新生 息 地 と な っ た 本 州 中 部 - 関 東 な ど で の , この 時 期 の この よう な 移動 は まだ 報告 され 
て いな い . 


当日 3 日 は 秋田 沖 に 移動 性 高気圧 が あり , 全国 的 に 晴 , 奄美 地方 に は 小雨 情報 が 出 て いた . も し 大 隅 半 
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島 か ら 飛 び 立 っ た と すれ ば !, 移動 距離 は 約 165 km, 仮に モー ター バイ ク と 同 程度 の 時 速 30 km で 移動 す 
tid, 5 時 間 半 の 飛行 と な る . 風 は 屋久 島 で の デー タ を みる と , 午前 9 時 - 午後 1 時 は 東北 東 か ら 東南 
東 に 変わ り , 午後 2 時 -6 時 は 南東 か ら 南 を 経て 南西 風 と を な っ て いる . チョ ウ は 始め は 後 風 , 後 は 向 か 
い 風 の 飛行 と な っ た で あろ る う が , 風速 は 1.5-2.9 m/ 秒 で , 木の葉 が 少し 動く 程度 の も の で ある . 


集団 形成 : 九州 や 種子 島 . あ る い は これ ら の 近海 で み ら れ る 少数 個体 の “ゆる い 集 団 " の 移動 は , 方 向 が 
必ず し も 同じ で は な い が , 何ら か の きっ か け で , ある い は 何ら か の 条件 で , 大 集団 に な りう る も の ら 
Ly. 


eH) ORF Tr: PE OslSe CIE ANAOI, 日 没 の 時 間 帯 に な お 集団 が 飛行 を 続け て いた と いう こ 
と で ある . 当日 の 月 齢 は 27.4 で , 月 は す で 落 ち , 日 の 入 後 は 間もなく 星 明 か り し か な い 状 態 に な る が , 彼 
ら は それ で る も 飛び 続け た の で あろ うか . 本 種 が 夕刻 に 樹 之 上 を 盛ん に 追 飛 飛翔 を する の は よく 見 か け 
AD, この 薄 募 活動 性 の 終 斉 時 刻 は 不詳 で あり , ゼ フ ィ ル ス の 一 部 に 知ら れる 早朝 , 日 出前 の 活動 性 
の 有無 も 分 か ら な い . 本 報 の 事例 は , 秋 の 夕刻 の 飛翔 行動 の 観察 が 必要 な こと を 強く 示唆 し て いる . 


定位 : 秋 の オオ カバ マダ ラ の よう に , 定位 性 が ある か どう か は まっ た く 不 明 . 


到着 : 麗 蛇 島 や 大 東島 を を 通過 し た 個体 群 の 行き 先 は どこ か . 台湾 まで 行け る の か , ルソン 島 は 未 記 
録 だ が , 精査 すれ ば 発見 され る の か , それ と も 海 に 落ち て 死に 絶え る の か , ま だ 誰 も 知ら な い . 
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貴重 な 記録 の 発表 を 快 語 さ れ た 小野 田 繁 氏 , 気象 ・ 天 文 関係 で 多く の ご 教示 を 得 た 花 宮 廣 務 氏 (名 瀬 
測候所 ), 記録 や 文献 人 手 で お 世話 に な っ た 三宅 武 氏 (大 分 県 ), 新 田 教子 氏 (沖縄 県 ), 本 稿 作成 で 貴重 
な ご 教示 を 頂い た 高崎 浩 辛 博士 (岡山 理科 大 学 ) ら の ご 厚意 , ご 高配 に 深 甚 の 謝意 を 表し た い . 
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Summary 


The Powdered Oakblue, Narathura bazalus, is widespread from northern India to Japan and Sundaland. This 
common species in southwestern Honshu, Shikoku, Kyushu, and Yakushima Is. in Japan attracts lepidopter- 
ists’ attention on two notable points. (1) For the recent northward range expansion of this species in Honshu: 
artificial plantation of the foodplant trees is suspected to be responsible as well as temperature rise possibly 
due to urbanization and global warming. (2) Migration-like behavior, likely to be closely related with their 
mass overwintering aggregations, has been noticed in Kyushu and Nansei Islands. In particular, some mi- 
grants have been observed to appear in autumn on the Nansei Islands, even on those where no foodplants 
grow. 
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When Kagoshima Entomological Society lepidopterists were exchanging information on autumnal traveling 
of butterflies on the members’ mailing list in 2005, Mr Shigeru Onoda, a non-lepidopterist but certainly a keen 
coleopterist, reported his observation of mass migration-like flight of N. bazalus, which he made in 1994 on 
Gaja-Jima, an islet (about 28 km west of Nakanoshima Island; 3 km [NNW-SSE] x 2 km [ENE-WSW]; 4.50 
km? in area; 9.3 km in circumference; highest point 497.2 m approximately at its center; with cliffs all around 
more than 100 m a.s.l.; lower layer vegetation rather degraded by deer and goats) in the Tokara Islands. 


Excerpts of his notes were as follows: “A little before sunset, around 6 pm of 3 October, 1994, I was resting 
on grassland near the lighthouse [of the islet], when above me appeared a cloud of undefinable creatures with 
a strange rustling sound. I huddled up instinctively as they flew over me very low. ‘What the hell are they? 
Butterflies! Small! Blackish! Are they crowds of Powdered Oakblues? Most likely! How many are they? 
Thousands-or even tens of thousands? Are they coming up swiftly from near sea level?’ The swarm, having 
appeared suddenly from the northeastern edge of the islet, flew about 4-5 m above ground level. They 
streamed out one after another like an arrow over the tree crowns in the wooded areas in the southwestern part 
of the islet. Most of them went on and on without taking any rest on the islet. But, I could find a few resting 
on tree leaves on the edge of a cliff. ‘I must secure material evidence! Alas! They are beyond reach of my 
net.’ Nevertheless, I could focus my eyes on one of them and identified it. N. bazalus, no doubt.” 


Shigeru Onoda’s record in short: place—Gaja-Jima Isl. (unpopulated since 1970), Tokara Islands (Toshima 
Village, Kagoshima Prefecture), Japan; date—3 October, 1994, a little before sunset (6 pm), day 27.4 in moon 
phase; weather—fine, with gentle wind; numbers of migrants—countless thousands; direction—from northeast 
to southwest; height—4-5 m above ground and along over tree crowns; width—4-5 m? (uncertain); flight— 
most continued to fly, although a few took a rest; duration—at least five minutes; departure site and destina- 
tion 一 unknown: N.B. The time of observation of the mass flight (i. e. around sunset) and the lunar phase of 
the day (i. e. nearly new moon) indicate the butterflies likely continued to fly above sea in darkness unillumi- 
nated except by starlight. 


(Accepted May 23, 2006) 
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